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概要 

日本語における名詞とそれに後接する「な」「に」「の」の語連続により、修飾要素に転換する語彙を BCCWJから抽出し、修飾要素へ

の転換可能な語彙を選択した。結果、「な」「に」「の」すべての接辞で修飾要素となりうる名詞を 600語弱取得した。 
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はじめに 

一般的に名詞や動詞を修飾する要素としてそれぞれ形容詞や副詞が存在するが、修飾要素となれる表現は一単語で構成される

とは限らない。本稿では名詞またな形容動詞語幹（形状詞）に接辞「な」「に」「の」が後接した場合に名詞または動詞を修飾する要

素となる語を選び出す。 

１．方法 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）の検索系である中納言を利用し、表 1 に示す検索条件でデータを取得する。 

検索は「長単位」で「可変長」データに対して実行した。データバージョンは 1.1 である。検索条件 1 から 3 は名詞をキーに、 

4 から 6 までは形状詞をキーとする。また、検索条件 2 と 5 は動詞を被修飾語とし、それ以外は名詞を被修飾語と仮定している。 

中納言の仕様により、検索結果が 10 万件を超える場合、ダウンロードできるのは 10 万件までである。 

なお、これ以降、名詞-普通名詞-一般を N、形状詞-一般を AN と表記する。また、「な」「に」「の」を本稿では接辞と表現する。 
 

表 1：検索条件と取得したデータ件数 
 

 キー[N|AN] 後方共起 1 後方共起 2 検索結果
(件数)[A] 

ダウンロー
ド件数[B] 

取得率 
(B/A)*100 

検索条件 1 名詞-普通名詞-一般 書字形：「な」 品詞：名詞-普通名詞-一般 9,430 9,430 100% 
検索条件 2 名詞-普通名詞-一般 書字形：「に」 品詞：動詞-一般 1,287,287 100,000 7.77% 
検索条件 3 名詞-普通名詞-一般 書字形：「な」 品詞：名詞-普通名詞-一般 3,035,819 100,000 3.29% 
検索条件 4 形状詞-一般 書字形：「な」 品詞：名詞-普通名詞-一般 401,764 100,000 24.89% 
検索条件 5 形状詞-一般 書字形：「に」 品詞：動詞-一般 231,745 100,000 43.15% 
検索条件 6 形状詞-一般 書字形：「な」 品詞：名詞-普通名詞-一般 71,391 71,391 100% 

計 5,037,436 480,821 9.54% 
 

ダウンロードした 480,821 件のデータにはキーに指定した N または AN が 69,707 件含まれていた。これらの語彙の品詞（名詞か形

状詞）、「な」「に」「の」のいずれが何件後接していたか（後方共起 1 の件数）、どのような語を修飾していたか（後方共起 2）をまとめ

て図 1 のような作業用のフォーマットを作成した。そこから、「な」「に」「の」のすべてが後接していたキー[N|AN]を選択すると、1,689

件が該当した。そのうち「な」「に」「の」が修飾要素とならないものを目視で取り除いた。取り除く基準として、(1)形態素解析誤り、(2)

「な」が形式名詞「こと」などに接続する助動詞、(3)「に」が動詞の各要素、(4)キー[N|AN]と「な」「の」「に」だけで修飾要素とするに

は不安定（ようするに直観）、などとした。また選定のさい、後方共起 2 の名詞や動詞、元の文脈に加え、Web 検索結果なども参考

にした。 
 

図 1：作業用フォーマット 

 

２．結果 

作業の結果、選定したキー[N|AN]を図 2 に示す。計 598 語が残った。斜体と下線で示した語の品詞は N であり、太字斜体は N ま
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たは AN、それ以外は AN である。 
 

図 2：「な」「に」「の」で修飾要素となるキー[N|AN] 
 
あけすけ,あけっぴろげ,あたりまえ,あたり前,あべこべ,あまり,あらわ,いいかげん,いい加減,いかよう,いっぱい,いろいろ,うつろ,うや
むや,うらら,うららか,おざなり,おぼろ,かすか,かよう,かれん,がむしゃら,きれぎれ,ぎざぎざ,ぎょうさん,けなげ,けんめい,これ以上,こ
れ見よがし,さまざま,さやか,さよう,さんざん,じゅうぶん,すれすれ,せいいっぱい,そうとう,それなり,それ以上,それ相応,ちぐはぐ,でた
らめ,とくべつ,なおざり,にわか,のっぺらぼう,はるか,ばか,ひかえめ,ひたむき,ひとりよがり,ぴったり,ふぞろい,べつ,べつべつ,ぺった
んこ,まだら,まちまち,まっすぐ,まっ白,まっ赤,まっ黒,まばら,みごと,むき出し,めった,よけい,わずか,アクティブ,アナーキー,アバウト,
インターナショナル,エスニック,オフィシャル,オートマティック,オールマイティ,グローバル,コンスタント,ジグザグ,ストレート,デジタル,
デタラメ,ドライ,ナチュラル,パブリック,パラレル,パーフェクト,ピッタリ,ピンク,フツー,フラット,フリー,フレッシュ,ブルー,プライベート,プ
ラス,ボーダーレス,マイナス,マクロ,マジ,マッチョ,ミクロ,メイン,メチャクチャ,リアル,リアルタイム,ローカル,ワイド,一人前,一方的,一時
的,一様,一緒,一般,一般的,万全,上手,上機嫌,上等,下劣,不ぞろい,不可分,不可思議,不可欠,不可視,不可避,不均等,不平等,不
当,不思議,不意,不揃い,不敵,不明瞭,不正,不法,不穏,不連続,不遇,世界的,世間的,中国風,中途半端,中長期的,久しぶり,乳白
色,予想外,互角,五体満足,人それぞれ,人並み,人為的,任意,伝説的,伸縮自在,余分,余計,保守的,個人的,個別,健常,偶然,傾き
がち,僅か,優位,優勢,優秀,充分,先天的,入念,全体的,公平,公式,公明正大,公的,共同的,共通,具体的,内密,冷厳,冷涼,凡庸,凶
暴,出鱈目,分相応,別,別々,別個,別途,前のめり,前向き,割安,力学的,効果的,勇猛,十全,十分,卑屈,印象的,厳重,受身,可哀想,可
憐,同一,同格,同様,同等,周到,唐突,善良,四角,固め,固有,国家的,国際的,圧倒的,地域的,均一,均等,均質,垂直,堅固,堅調,場違
い,壮大,壮烈,変幻自在,多大,多感,多様,多種多様,多量,多面的,多額,夜明け,夢中,大がかり,大きめ,大ぶり,大まか,大まじめ,大ま
た,大仰,大切,大小さまざま,大幅,大胆不敵,大袈裟,大規模,大量,天然,奇怪,奇異,奇蹟的,奇麗,好き勝手,好調,存分,孤独,学問
的,安上がり,安上り,安価,安定,安楽,安泰,安穏,安静,完全,完璧,宗教的,実直,実質的,容易,密,富裕,寛大,寡黙,対外的,対称,対
等,専用,尋常,小さめ,小ぶり,小刻み,小幅,小規模,屈強,工学的,左右対称,左様,巧み,巨大,巨額,希有,平安,平常,平易,平気,平
穏,平穏無事,平等,平静,年下,幸福,幾何学的,広大,広範囲,広義,建設的,強力,強度,強引,強欲,強気,当たりまえ,当たり前,当り前,
当然,後天的,得意,微妙,微弱,微細,微量,徹底的,心外,必死,必要以上,必要最小限,快適,念入り,怜悧,急,急速,怪訝,悲運,惨酷,
意味不明,意地悪,意外,慎重,憂鬱,懇切,懇意,懸命,手ごろ,手近,手頃,打算的,技術的,投げやり,控えめ,控え目,放埒,政治的,
散々,文化的,斜め,断片的,斯様,新規,早急,早期,早目,普通,暫定的,曖昧,最大,最小,最後,最適,月並,月並み,有効,有意,有為,有
用,有限,未熟,末広がり,本当,本来的,柔和,柔軟,根本的,格別,案外,極度,概念的,様々,横長,欲張り,正反対,正常,正式,正当,正直,
正統,武骨,歴史学的,歴史的,殊勝,殺風景,比較的,気まぐれ,水平,永久,永久的,永遠,沈痛,法外,法律的,派手,清浄,清涼,無制限,
無効,無垢,無尽蔵,無心,無情,無意味,無意識,無数,無条件,無残,無法,無為,無用,無益,無目的,無秩序,無縁,無表情,無謀,無関
係,無限,無頼,物理学的,物質的,特別,特有,特殊,特異,狡猾,独得,独特,独立,独自,珍奇,現代風,理想的,甘美,生半可,生活的,生
理的,用意周到,異国風,異様,皮相,盛りだくさん,盲目,直截,直接,直角,相互,相対的,相当,相応,真っすぐ,真っ白,真っ直ぐ,真っ赤,
真っ青,真っ黒,真剣,真実,真摯,真正,真白,真紅,真黒,短め,短気,破壊的,確か,社会的,神妙,科学的,秘密,種々,種々雑多,積極
的,穏便,簡易,簡素,粗末,粗雑,精悍,精神的,純正,純白,純粋,細密,細心,経済的,絶妙,絶対,絶対的,綺麗,綿密,緊急,縦横,聞こえ
よがし,能弁,膨大,臨機応変,自主的,自動的,自在,自然,自由自在,自発的,致命的,良好,色々,色さまざま,芸術的,茶色,荒唐無稽,
莫大,莫迦,虚ろ,血みどろ,裏腹,親身,角,誇大,誠実,論外,豊か,豊穣,貴族的,貴重,赤裸,赤裸々,身近,軽やか,軽薄,近代的,逆,連
続,進歩的,過分,過剰,過大,過度,過渡的,過重,達者,遠まわし,遠慮がち,遥か,適宜,適度,適当,適正,遺伝的,邪悪,醜悪,重大,重
度,野蛮,長期,間抜け,間近,闇雲,闊達,陰鬱,静か,静寂,非公式,非合法,非対称,非常,非情,非業,非道,音楽的,顕著,風流,風雅,高
密度,高度,高速,黄色 
 
なお、一般的に異表記とよばれる関係にある語もそれぞれ一語とみなしている。これは処理上容易であるという理由と、表層形を尊

重する立場からである。 

３．考察と議論 

３-１ 品詞構成 

選定後に残ったキー[N|AN]のうち、N と AN の割合を図 3 に示す。データ取得時に 20%であった AN が、選定前 1,689 語におい

ては52%を占め、選定後には74%に上った。これは、形状詞、伝統的には形容動詞語幹が後接要素に（活用語尾として）「な」「に」

をとるという了解があるためと考えられる。一方、それでもなお N は選定前で 35%、選定後でも 11%が残り、N と AN の両方を持つ

語においては、データ取得時に 1%であったものが選定前には 13%、選定後では 15%を占めるに至った。これは、「な」「に」がそろ

えば形容動詞すなわち AN と判断する有力な手掛かりとなるとはいえ、必ずしもその通りに品詞が付与されているわけではなく、こ

の 2 つの品詞カテゴリには相当の揺れがあるものと推察される。 
 

図 3：キーの品詞構成 

       

データ取得時 
選定前 選定後 
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３-２ 「な」「に」「の」の選定基準と問題点 

目視での選定基準については上述したが、その基準は作業開始前に定まったものではなく、作業中に見つかった個々の問題を集

約したものである。いずれの接辞においても、被修飾要素となる後方共起 2 に一つでも選定可能な語彙が含まれていれば選定対

象とした。以下、それぞれの基準と問題点について述べる。 

３-２-１ 「な」の選定と問題点 

「な」は名詞を修飾要素化する非常に強力な接辞である。したがって通例は修飾要素とならない語も、たちまち修飾要素と

化す。出現数が少なく、見聞きした経験がない表現については直観が拒否反応を示しやすく、揺れが生じやすい。 

また、「な」は助動詞「だ」の連体形にあたり、被修飾要素が「ため」「わけ」「こと」「はず」などの形式名詞群である場合、埋

め込み分の一部である可能性が高く、直観的にも一つの表現として不安定さを感じる。 

３-２-２ 「に」の選定と問題点 

「に」の第一の問題は、後接する動詞の「に」格との区別である。これらは後方共起 2 の動詞を見ながら排除した。迷ったの

は動詞が「する」や「なる」の場合だったが、これも「～になる」「～にする」のような動詞の格と認めた。ただし、「黄色に光る」

など、動詞の様態を示すと考えられる例については選定対象とした。したがって、多くの「する」や「なる」の用例を持ちなが

らも、結果として選定された語が存在する。このあたりの選定基準は議論のある所かと思うが、今回の作業では格解析時に

格と認定しづらいものを選定する方針をとった。 

３-２-３ 「の」の選定と問題点 

「の」についても格が存在する。[N|AN]と被修飾要素が部分全体の関係にあったり、動作の対象であったり、範囲の規定

である場合には選定から外し、基本的に被修飾要素の様態を示す場合に選定対象とした。一定して修飾要素かどうかを

判別するには「の」用法を見分ける必要がある。 
 
３-３ 「な」と「の」の出現数と交替可能性 

「な」「の」両方の接辞をとりうるキーは、名詞を修飾するために二通りの表現を持つと仮定される。しかし、両方の接辞が等しく使用

されているかどうかは不透明である。図 4 は、選定後のキー[N|AN]が「な」をとった件数と「の」をとった件数をプロットしたものである。

それぞれの接辞の出現数を5以上に限定し、「な」の出現数を降順に並べ替えてある。◆点が「な」の件数、▲点が「の」の件数をあ

らわす。◆点の下に▲点がプロットされた図の左下は「な」の件数が多く、◆点の上に▲点プロットされた図の右上のキー[N|AN]は

「の」の件数が多かったことを示す。右上にある「万全」や「相応」、「公式」が「な」より「の」を好んでとるというのは直観と乖離しない。

ただし、この図における出現数は、選定前のままであり、特に「の」においては修飾要素でない例も含まれることを注記しなければな

らない。ここから正確を期するためには、選定後の出現数を得るとともに、次項に挙げる多義性の問題をも解決する必要がある。 
 

図 4：「な」「の」の出現数（出現数 200 以下） 

 

また、図 5 にキーごとの「な」の出現数と「の」の出現数の割合を示す。いずれも頻度５以上を対象都市、両方の接辞が等しく用いら
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れると仮定される 40%から 60%の区間を表示する。「適度」の後方共起 2 を調べると、「な」と「の」に「刺激」「運動」などの共通語を

持つのにくらべ、ちょうど 50%の線上にある「早急」「自在」「絶対」などは、後方共起 2 に共通した語を見つけることが出来ず、「の」

が必ずしも「な」の交替として使われるとは言い切れない。被修飾要素となる語との関係を観察すべきである。 
 

図 5：キー[N|AN]別「な」「の」出現数割合（頻度 5 以上、40%-60%区間） 

 
 
３-４ 多義の問題 

図４の右上に表示されたキーのうち、「高速」に着目する。これは図 2 によれば AN であるが、後方共起 2 には以下のような語彙が

含まれている。 
 

表 2：「高速」の後方共起 2 

「な」の後方共起 2 ＬＡＮ上@通信回線@伝送速度@アクセス回線@回線@処理速度@インターネット回線 
「に」の後方共起 2 し@する@する@なっ@なり@なる@アクセスできる@スイッチングし@スクロールする@乗っ@乗り@乗る@乗れ@乗れる@入っ@

入り@入れ@処理できる@動作する@実現する@拡散する@描い@施工し@沿っ@送受信する@開放する 
「の」の後方共起 2 とこ@ほう@まま@イオン@インターネット@インター付近@カードリーダー・ライター@サービスエリア@シャッタースピード@スタ

ンド@ダイエット@チケット@ディジタルデータ伝送@データ伝送@データ通信@ハードディスク@バイク@パーキングエリア@ロ
ケット@中央道@中性子@乗り口@伝送@低横加速度領域@値下げ@側壁@入り口@割り引き@割引き@合流@回線@回線品
目@回転@場合@展開@左コーナー@常時接続@排気@料金所@書き込み@有料道路@気流@沿道@渋滞@渋滞中@湾岸道路
@演算装置@熱風@環境@移動能力@粒子@船団@荷電粒子@計算能@輸送機@近く@通信@通勤割引@通行止め@連続突き
@重荷電粒子@長時間走行@陰極線@陽@電子式周@電導体@食事処@飲酒検問@１０００円乗り放題@１３０Ｒ@２段階@ＡＤ
ＳＬ回線@ＰＡ@ＳＡ 

「な」に限って言えば「はやい」意味の「高速」だが、「に」や「の」には「乗る」や「料金所」などがあり、「高速」が「高速道路」を意味す

る N でもあることがわかる。「高速道路」関連の出現数を除けば、AN「高速」＋「の」の出現数は図 4 より低い位置にプロットされるは

ずである。 

おわりに 

BCCWJ の検索系である中納言を利用して名詞から修飾要素に変化する語彙を選定した。検索条件に合致する語連続の件数が

膨大に上るため、すべての用例を網羅することはかなわなかったが、選定した語の品詞に N と AN の両方が存在することを示せた

という点で、キーの対象を AN のみならず N にまで拡張した意味はあったのではないかと考える。今回の N は普通名詞に限られて

いたので、さらに範囲を広げれば、今回選定した語群に追加すべき語が見つかると期待する。また「に」における格関係との兼ね合

い、被修飾語となる語との関係にも興味が広がる。 
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